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内容の要旨および審査の結果の要旨
上腸間膜動脈の合併切除施行時や小腸移植時の臓器保存の場合，小腸の阻血や灌流が実施されるが、血
流の再開時に小腸の吸収機能が障害される。その原因としては，血流の再開後にxanthineoxidase系か
ら発生する活性酸素が関与していると考えられており，allopurinolはxanthineoxidase活性を阻害し，
活性酸素の産生を抑制するが，未だ小腸の阻血と血流再開後の粘膜障害の詳しい発生機序は解明されてい
ない。また，小腸阻血後の粘膜のＮａ+－Ｋ+ATPase活性の変動を検討した報告もみられない。そこで主に
イヌの小腸絨毛のＮａ十一rATPase活性の変動から阻血と血流再開後の小腸粘膜機能の変化を解明し，さ
らに，濯流とallopurinolの粘膜保護効果を検討した。
得られた結果は以下の如く要約される。
１）血流再開後のＮａ十一Ｋ+ATPase活性は非濯流群，灌流群およびsuperoxide産生阻害剤投与非灌流群
ではcontrol群に対し有意（p＜0.05）に低下したが，superoxide産生阻害剤投与灌流群ではその低下
が有意（p＜0.05）に抑制された。
２）superoxide産生阻害剤投与灌流群では，非濯流群および灌流群ならびにsuperoxide産生阻害剤投与
非灌流群の３群に対し，血流再開後のβ－glucuronidasa活性の上昇が有意に（p＜0.05）抑制された。
３）血流再開後の血漿中Cu-ZnSOD活性は非濯流群，灌流群，superoxide産生阻害剤投与非灌流群の
３群では，control群に対して有意（p＜0.05）に低下したが，superoxide産生阻害剤投与灌流群では
有意な低下は認められなかった。
以上の結果により，小腸の阻血と血流再開後の粘膜障害として粘膜のNa十一Ｋ+ATPase活性が低下し，
その原因として活性酸素が関与すること，さらに，superoxide産生阻害剤としてのallopurinolの投与が
阻血と血流再開後の小腸粘膜の保護に有効であることが判明した。
以上，本研究は，小腸の阻血と血流再開後の粘膜障害の病態を活性酸素の面から明らかにした点と，
superoxide産生阻害剤としてのallopurinolの投与が小腸粘膜の保護に有効であることを明らかにした点
で，小腸移植や上陽間膜動脈合併切除再建時の臨床応用に有用である可能性があり，消化器外科学会に寄
与する価値ある労作と認められた。
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